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タイ国新国立図書館を訪ねて

き:･ 石 井 米 雄

､ll _ ･

1

わたくLは,去る5月8日京都を出発,同日,ふた

たびバンコクの土を踏んだ｡今年の3月,センターの

第 2期計画について,現地研究機関と意見を交換する

ため,農学部の四手井綱英教授と,この国を訪れて以

莱,ちょうど38日ぶ りである｡

こんどの訪タイの目的は,東南アジア研究セソタ-

の ｢ビルマ ･タイ研究計画｣昭和41年度事業計画の一

環として,｢タイ国における,いわゆる農奴制 (Phrai)

と奴隷制 (That)の崩壊過程｣を, タイ語文献, と

くにタイ国国立図書館所蔵の未刊資料によって調査す

ることと,あわせてバンコク連絡事務所の仕事をする

ことである｡

文献調査という仕事の性質上,今回のタ イ 国滞 第三

は,その大半が,あの古ぼけた ｢ワチラウット文庫｣

と ｢ワチラヤソ文庫｣の薄暗い部屋のなかで過ごすこ

とになるだろう,というのが,EH発前のわたくしの予

想だった｡

ところが今度来てみると, 5月 5日というから,わ

た くしの到着するわずか 3目前に,新しい国立図書館

が完成し,タノム首相を迎えて,盛大な開所式を終え

たばか りであることを知ったのである｡

あたくしは,さっそく新図書館を訪ねてみることに

した｡場所はバンコクの西北隅,チャオプラヤー河に

画したタ一 ･ワースクリーである｡最近すぼらしく立

派になったシー ･アユタヤ通 りを西に進み,国会議事

堂を右手に眺めながら,ラーチャダムヌソ大通を突っ

切ってサムセソ通 りに出ると,やがて左手に,タイ洋

折衷様式の,堂々とした白亜の建物が目にとび込んで
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きた｡敷地は大分ひろびろとしている｡20ライもある

だろうか｡タイ風の,鋭角的な赤瓦の屋根が,強い南

国の日ざLに照 り映えて,まばゆく輝いている｡王宮

前広場の砂ほこりが,容赦なく吹き込んできたこれま

での図書館とはけた違いの立派さだ｡わたしは新しい

仕事場の完成を心から嬉しく思 う｡

2

タイ国の ｢国立図書館｣の歴史は,今世紀の初めに

さかのぼる｡1905年,チュラロンコソ大帝ラーマ5世

王は,先帝モソクッ1､王の生誕 100年を記念して,王

宮のなかにタイ国最初の公開国立図書館を開設する｡

これが ｢国立 ワチ ラ ヤ ソ 図 書 餅 (HoPh rEISamut

Wachirayan samrapPllranal(hon,英語名 :Tlle

Vajiral7anaNationalLibrary)｣である｡

この図書館は,その成立の母体として,既存の3つ

の文庫をもつ｡ ｢ワチラヤソ御文庫｣,｢仏教文庫｣,

｢王墓経蔵｣がそれである｡

｢ワチラヤソ御文庫 (HoPhrasamutWachirayan,

英語名 :TheRoyalVajira呂anaLibrary)｣ は,

新図書館にその建物を継承した点と,蔵書の内容の点

から見て,その後の図書館の発展に,最も大きな影響

をのこしている｡｢ワテラヤソ御文庫｣とは,1884年,

ラーマ5世王が,父王の遺徳を偲んで,王宮の中に開

設した一種の ｢図書クラブ｣で,王族や高級官吏が会

員であった｡ ｢ワチラヤソ｣とい う呼称は,モンクッ

写真 1 タ- ･ワ-スクリ-の入口から

新国立図書館をのぞむ
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ト王が,即位前,僧籍にあったときの名にちなんだ も

のである｡この ｢御文庫｣の蔵三吉は,当時市販されて

いたタイ語書を購入したもののほか,会員がそれぞれ

持ちよってあつめた外回書などが主なものであったと

い う｡

｢仏教文庫 (HoPhutthasnsalllnSangkh'111a)｣ と

い うのは,もと,バンコクのベンチャてボピット寺院

(いわゆる大理 寺寺院)の学僧の研究のた捌 こと乾生

した仏教典籍 (裾 司版人蔵符など)をもとに成立した

文庫で,19.I)0年,さきの ｢..-)チラヤソ御文庫_lの一･隅

をか りて開設 されている｡

｢王室祥蔵 (HoMonthiantham)｣の歴史は古 く,

その建立は遠 くバンコク遷都の 榊こさかのぼる｡ラー

-:1世王の石なっ-/7=仏教辞典の ｢結雄 】は著名な史実

であ,vJが,この紬歳には,そ(/_)的′轟u/]'-{ 二歳のrrJ,'(本

が 納LlJ_)らjtていた｡つラー-マ5世の手で印刷 甘行され,

わが伸 こも多数もたらされた ｢タイ十圭版 パ ー･リ経

典Jは,この祥蔵 所蔵の原木を底本としたものであるo

以上 3つの文庫の蔵告をあわせてつ くられたものが

｢田立 ワチラヤン図書甘T;｣ である｡,}/:イ同初の公開国

立図書郡 となった元 ｢ワチラヤソ御文庫｣の建物が,

手狭な上に,撲能的でな く,種 々不軌であ っ た こ と

は,開設の当初から関係者によって指摘されていたと

ころであ一弓こ｡そこで1916年,ナ一 ･プラター ト通 り

に /j‥ウオソワット郡 と呼ばれる新しい建物が出来上

-TJと, ｢ワチラヤソ図書裾｣は,さっそ くここへ移転

することになったOこうして,田立図吾鞘がはじめて

jy.Llr-A,'の外に出て,民衆にとっても近づきやすい存在と

なったのである｡

生まれたことは上述のとお りであるが,タイの~二に墨が,

図告錯弔業にどれほど大 きな関心をもったかとい うこ

とは,歴代の図書銅長の顔ぶれにはっきりと現われて

いる｡初代町長のrJテラウ､ソト親王は,やがて即位し

てラーマ6世となった, 2代 Hの ソモット･アモ-ラ

パン親玉,3代 目のダムロンj虹仁は,ともに_i,I,イ国き

っての学者であ り,王族 としての身分 も高い｡

1925年,ラー･マ6世王が崩御され ると,この文人王

の全蔵書が,王位を継いだ弟王の手で,ワテラヤソ同

書鞘に'.Jr;増 された｡ときの図書館長ダムロン親Iliは,

これを機会に ワチラヤソ図書館の大改革を実行し,ま

ず,その蔵書の うち,碑文をふ くむ 一切の写本をシー

ワモークビマソ宮 (現田立博物冊鞘内)に うつし,こ

写真 2 国立博物餅の一部となっているシー
ワモーークビマン宮,碑文が納められている

れを ｢ワチラヤソ文庫｣と名づけた｡-プ誼乾書の うち

の刊本と,新 しく口録に加えられたラー･て 6世王旧蔵

吾 とを,これまでの建物にのこt,これを 改 名 し て

｢ヮチラウット文庫Jと呼んだ｡爾来, ｢PE-:l立 ワチラ

ヤソ図書鮒 ｣は,刊本の ｢ワチラウッ ト文庫｣と写本

の ｢ワチラヤソ文庫｣の 2つの文庫に分れ ることとな

ったわけである｡

1933年,芸術J,:)が新設され1 田立図書郡の業務一切

が芸術吊の管理に移されるにお よ ん で, ｢田立ワチラ

ヤソ図書灯し｣は, ｢田立図書刑 (HoSこImtlthElellg

れ,今 ｢Iにおよんでいる｡

1947年には,ダムロソ親王の蔵書の譲渡を うけて,

｢グムロン文庫 (HoSarmltDalrlrOngr(lChanupllこlP)_】

が肌設されたO

｢鞘朋 了の利用者の数は,とくに第2次大町 /1後,漸

か収容できない ｢ワテラウ ソト文庫 ｣は,熱心な利用

者がいつ も廊 卜まであふれていた｡蔵ヲ拍ミ克美す るに_

つれ,升車もすでに飽和状態をこえてtま-1ていたo

もともと4,00()冊で出発した図書餅,JJ;,そりままの広

さで14万冊にふ くれ上ったのであるからまことに当然

の話であ,yJ.こうした事情を膏景として新仲 立｢畑 !描て

建設の必要は大分以前か ら叶は,iLていたが,191う11f:哩

からようや く具休的な準備にとりかか り,1963隼には

I定礎式にこぎつけ,そしてこの度,よit)や くにして閃
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写真 3 ダムロン親王の蔵書をおさめた

ダムロソ文庫

所のはこびとなったわけである｡

3

新国立図書館は,バンコク市 ドゥシッT･区のタ一 ･

ワ-スクリーにある｡クー ･ワースク1)-,つまりワ

ースク1)-舟着場というのは,王室御用艇専用の舟着

場で,宮内庁の ｢舟運部｣がここにある｡図書館の敷

地は直接チャオプラヤ-河には画していないが,しば

らく耳をすましていると,ボンボン蒸気の音が,のど

かにひびいてくる｡バンコクも西北のはずれに近 く,

町の中心からは大分遠いが,読書にはふさわしい環境

だ｡テ-ウェ- ト運河をはさんで,南側にはタイラン

ド銀行,タイテレビ局などが立ち並んでいる｡

今度完成したのは図書館の本館と附属講堂あわせて

16,000m2 で, 27,200m2 の 敷地 の中央に横L型に建

てられている｡ 将来この右手に ｢国 立 文 書 館 (Ho

ChotmaihethaengChat,英語名 :NationalAr-

chives)｣と, ｢王立アカデ ミー (Ratchabanditsa-

than)｣とが建てられる予定と聞く｡

建設費4億 3,000万円という本館および講堂は,そ

れぞれ 5階および4階建｡エアコソディシコソの設備

は一部にかぎられているが,風通しがよく,天井が比

較的高いのでなかなか涼しい｡

正面玄関を入ると,中央ホールに受付がある｡閲覧

希望者は,ここで閲覧票を作成してもらわないと閲覧

室に入れない ｡NRC(NationalResearch CotlnCil

ofThailand)発行の身分証明書を提示すると,す ぐ

に閲覧票を作ってくれる｡閲覧票作成には,自動車の

運転免許証に貼るのと同じサイズの 3cm>く3･5cm の

写真 1枚が入要である｡

出来上った閲覧票をもって,早速閲覧室をのぞいて
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第 4巻 節2号

みる｡各閲覧室の入口の受付に閲覧票をあずけると,

開架式の書庫に白山に出入りして,好きな木を読むこ

とが出来る｡ただし図書の館外持出しは許されない｡

マイクロフィルムサーヴィスが,この欠点を幾分な り

とも補ってくれる｡撮影料は -･駒が15サタソ (二.:∵2円

70銭)とのことだった｡

1階の右手は, ｢新聞 ･雑誌閲覧毒｣である｡タイ

国内で発行される定期刊行物は,すべてここに納める

ことが義務づけられているそ うであるが,さすがによ

く捕ってお り,保存もよい｡バックナンバーの装訂も

行き届いている｡内務省発行の <TlleSaphiban≫ な

ども1906年の第 1巻から完全に揃っているし, 官報

も,1858,1874-1879,1888- と全部 availableで

ある｡これはちょっと他所では望めない｡

1階の左手は ｢一般図書閲覧室｣である｡辞書類,

言語,美術,古典,小説,歴史,地理,紀行,伝記,

理学,工学など,タイ語,外国語 (圧倒的に英語が多

い)の木がいろいろと並んでほいるが,絶対数が不足

してお り,少なくともわれわれ外国人研究者にとって

は一番魅力のない部屋である｡

2階-上ると,中央のホールに 2組のカーード箱がお

かれている｡右がタイ語,左が外国語 (大半が英語)

で,当図書館の全蔵書の総合カー ドが,著者名,著書

令,件名の3種好けこ分けて納められている｡カ- ドの

右肩の記号でただちに格納場所がわかる仕組になって

いるのは便利だ｡分類はデューイ1O進分類法によって

いる｡

向って右手の閲覧Ii室は ｢宗教 ･哲学 ･社会科学｣で

ある｡社会科学はまだまだ貧弱で,やは り仏教関係,

とくに各国版パ- リ三蔵がこの部屋の中核をなしてい

るといえよう｡

写真 4 新国立図書館の内部,タイ国関係図書閲覧室

- 184-



2階の左手は ｢Lァジア関係図書閲覧室｣である｡英

語書が大部分｡それ もイン ド, ビルマ,セイロソなど

が中心 となっていて,たとえば中国関係などは, 1段

ぐらいしか見当らない｡この辺の充実を望みたいとこ

ろである｡

3階の ｢/̂}イ国関係図書閲覧室Jこそは,この図書

館のいわば本命であろう｡タイ語だけでな く,タイ国

関係の外国語図書がすべてこの部屋にあつめられてい

る｡ただし貴重書に属するもの (たとえは1873年版の

プラ ドレー博士著タイ ･タイ辞典)などほこの部屋の

開架式書棚にはな く,4階の貴重書書庫 (ここへ入る

には特別の許可がいる)にしまってあるので,カー ド

によって検索の上,係員に申し出なければならない｡書

棚を一見すると,あまりにがらがらなので一瞬失望し

かけたが,カー ドをくってみて安心した｡さすがによ

く揃っていて,町では手に入らない NangsuCIlaek

なども,ほとんどあるようであるO なおこの部屋にお

さめられている NangsuChaekの うち,国立図書館

が版権を所有しているものについては,印刷後一定の

部数の納入を定められてお り,これを 3階の｢販売部J

で安 く入手できることを知っていると,何かと便利で

ある｡

3階の右手は ｢参考資料室 ｣ ｡各種の写本が要領よ

く展示されていて勉強になる｡

4階-上るには館長の特別の許可が必要である｡こ

こは 2つにLt二切られ,左手には各種の貴重書が,右手

のエアコン設備のある部 屋 に は,MalluSCriptand

inscriptionSectionの管理の下にある各種写本 (Bai

Lanおよび SamutKhoi)が分類整理されている｡

5階は倉庫で,蔵書の余部が入れてあるとい う｡

各部屋を廻ってみての印象では,とにか く移転をよ

うや く終えたばか りで,整理に日下全力をあげている

最中とい う感じであった｡しかし,いずれにせよこれ

だけの施設が完成を見たということだけでも,タイ国

立図書館史上,画期的なことと言わねばなるまい｡タ

イ研究の今後の発展のため大いに慶賀すべきことであ

る｡なおこの図書館は祝 日のほかは一切休日なし,毎

日8時30分から16時30分まで利用できることを附記し

てお く｡

メサ リア ン の 谷 よ り

飯 島 茂

rt
"
托
し､尽
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タイ国における乾季の終 りを告げる恒例のソソクラ

ーソの祭 りがやって くる｡なかでもとりわけタイ国北

部では毎年 4月中旬になると,人びとは気狂いのよう

になってこの水祭 りを祝 う｡この地方の 3- 4月にお

けるばさばさに乾 ききったひどい暑さを経 験 しな い

と,水祭 りの本当の楽しさは解らないだろうし,この

祭 りに示すタイ人の爆発的なエネルギーの根源がよく

理解できないであろう｡

ソソクラーソの祭 りは元来春分の日を祝 うタイ国の

旧正月で, ビルマの水祭 りとは同系統のものといわれ

る｡この日は仏像,僧侶,両親,長老などに敬意と祝

福のしるLとして,水をかけるしきた りがある｡国王

も宮中でみそぎを受けられ,町角では人びとがおたが

いに水をかけあ う習慣が古 くからおこなわれている｡

しかし,バソコクではその慣行が過熱しすぎて首府と

しての機能がおちた り,外国人に迷惑だとい うので,

現在は禁止されている｡

だが,水祭 りは北部各地方では今 日でもたい-ん盛

んに祝われる｡とりわけ古都チェンマイのソソクラ-

ソは有名である｡そこでは洋裁用の小型の霧吹きや手

製の水鉄砲による可愛い放水から,果ては トラックに
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写真 1 メサ りアンの谷,手前の林はテイカニ村
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ドラムカンを満載して,道を行 く人びとにかけて歩 く

荒っぽいソソクラーソまで,チェソマイの人はいつに

ない情熱を傾ける｡なかには水の中に氷をいれて,着

飾ったチェソマイ美人がふるえあが り,悲鳴をあげる

のを見て喜ぶいささか悪趣味のものまである｡ここま

でくると,ソソクラーソの水のかけあいは本来の意義

を失い, ∽報復門が "報復"をうむいたずら的様相を

示してくる｡しかし,いつもはたい-んに行儀の良い

北タイ人の社会では時にはこのような思いきった開放

感を味わ うことも必要なのではないかと思 う｡ ミス ･

ソソクラーソの選出をピ-クとする水祭 りはチェンマ

イでは3日間派手に続き,タイ国各地から多数の観光

客を集めるのである｡

ところで,多分にショ～化したチェソマイにおける

ソソクラーソの祭にくらべて,田舎の水祭 りは寺院の

中でも町角でも素朴ながらなかなか熱狂的 に 祝 わ れ

る｡チェソマイでは都市としての秩序を維持するため

に市当局が水祭 りをある程度コソトロールしている｡

たとえば,その期間を4月13日から15日の3日間に限

定するとか,日没後の水のかけあいは禁lLするとか,

他人に危険を与えないためにビニールの水袋を投げつ

けることを禁止するなど,人びとがほどほどにソソク

ラーソを楽しめるようになっている｡

しかし,チェソマイの町から一歩出ると,そこには

コントT2-ルされない本来のソソクラーソが残ってい

る｡そこでは天下晴れての無礼講が延々と続 く｡4月

10日を過ぎると,田舎の子供たちはもうじっとしてい

られない｡バケツに水をいれた り,ビニールの袋に水

をいっぱいつめて,道路のわきで車がやって来るのを

待ち伏せる｡なかでも一番鴨になるのは トラックをち

ょっと改良した無防備なバスである｡容赦なく両側か

らぶっかけられる水にずぶぬれになりながらも,バス

の乗客はただ苦笑するのみである｡もっとも,なかに

はバスの車掌などが水を用意していて時たま反撃する

こともある｡

わた くLが住んでいるタイ国西北部のメサ リアソ地

方ではそれがなんと4月の19日ぐらいまで 延 々 と続

く｡しかも,水祭はチェソマイとはことなり,早朝か

ら夜半まで続き,熱狂した青年たちはよその家の 2階

にまで水をまいて歩 くのにはいささか閉口する｡その

上,人にあびせる水の水質には保証はない｡どんな泥

水でもよいのである｡

メサ リアソの北タイ人に輪をかけたのが平地に住む
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仏教化したカレン族のソソクラーソである｡カレソ族

は元来精霊信仰をしている｡仏教の影響のないカレン

文化はタイ人や ビルマ人の文化とはたい-んにことな

っている｡現在でもメサ リアンの町からわずか20キロ

メー トルほどしか 離れていない 山地 に住む カレン族

の間では,ソソクラーソの祭 りはまった くおこなわれ

ていない｡しかし,山地から平地に移 り住んで,北タ

イ人やシャン族と接触することにより,仏教的文化の

影響を多少でも受けたカレン族は平地民と同様に盛大

な水祭 りをおこな う｡いやそれどころか,いつも娯楽

の少ないカレン族はこの時とばか り,派子に,景気良

くこの祭を祝 う｡そのアナキーぶ りはわが国の "非キ

リス ト教的叩クリスマスを思わせる異常さがある｡

ただ,平地カレソ族でも大部分はまだ完全にタイ化

はしていないので,北タイの慣行とは多少 ず れ が あ

る.タイ的なスタンダー ドから見ると宗教行事に頼 り

ないところがある｡たとえば水祭 りの3日前に調査村

に行って,いつから祭 りが始まるかと村人に聞くと,

ほとんどの者が正確な日どりを知らなかった｡ 5人の

カレンにそれを尋ねると, 6通 りぐらいの返事が返っ

てくるのには面 くらった｡当時遠路はるばるメサ リア

ンを 訪問 してくださった 大阪市立大学 法学部神谷不

二教授もわた くLとカレン族とのや りとりを目撃され

て,たい-ん驚かれておられたようである｡

しかしながら,とにかく調査村のティカニにソソク

ラ- ソの祭が近づいてくる｡4月12,13日頃 に な る

と,村人は村はずれのタ～ ト (仏塔)の所でおこなう

ソソクラーソの儀礼のために,飾 りやのぼ りなどを作

って準備を始める｡北タイ人のソソクラーソに遅れる

こと3日,4月16日にようや くカレソ村にもソソクラ

ーソ祭 りがやってくる｡ もっとも子供たち は "本 当

の叩ソソクラーソが待ち切れずに,数 日前から人に水

をかけ始めてはいた｡当日の午後,村人はいっせいに

村を出発して 1キロメー トルほど離れた裏山のタ-ト

の所に集る｡ 老いも若 きもタ- トの前に到着 すると

まずひざまずき,タイ風に三拝する｡さらに,ス- ･

ドックという玉轟のような木の葉をクー トに捧げる｡

やがて太鼓やかねを持った若い男の一団がやってくる

と,かれらを先頭に村人はクー トの周囲を仏教賛歌を

歌いながら何回も何回もまわる｡

この村にはワットがないので, 南隣 りにある北タイ
トr)チ t'オ ア チ ーン

人の村 トソグレムから僧侶と導師が招かれる｡太陽が

すでにビルマ国境の山に傾いた頃,かれらはクー トの
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所に到着する｡儀礼はまった く仏教式に静かな読経に

終始する｡例によるカレン式精霊信仰のように,豚や鶏

をいけにえにする派手な血なまぐささはさらにない｡

儀礼が終ると,カレンから僧侶に金と食物 が 寄 進 さ

れ,それを使い走 りの少年が受け取 り,一同山をお り

る｡

写真 2 タ- トのまわ りを合唱しながらまわる

カレンの少女たち

このようにタ～ トにおけるソソクラーソの儀礼が終

ると,カレンの村における水祭りが本格化してくる｡

水かけの無礼講である｡誰れかまわず水を か け て 歩

く｡このような時には逃げても無駄である｡足の早い

カレソほどこまでも追いかけてくる｡ノー トやカメラ

を持っているあた くしなどはかれらのまたとない攻撃

目標である｡わた くLはすべてをあきらめて,調査道

具を全部ビニールの袋にいれて歩 くO しかし,体は水

をかけられるので 1日中ぐっしょりである｡気温は高

くても湿度がきわめて低いので,屋内や 日蔭でおこな

う調査では鳥肌にな り,寒さが身にこたえる｡やがて

カレソ族もわたくしの立場を良く理解してくれて,ノ

ー トを開いている間は水をかけないという暗黙の紳上

協定が成立したのは幸いであった｡

水祭 りが数日間も続 くうちに,村人のかな りの者が

鼻声になったことに気付く｡水をかけた りかけられた

りしながら,かざ声を出しているカレンを 見 て い る

と,気の毒とい うよりはむしろユーモラス で さ え あ

る｡だが,そ う思っていられたのは最初の うちだけで

あった｡わた くLは自分の薬箱のかぜ薬やせき止め薬

があっとい う間になくな り,いささかあわを くう｡ソ

ソクラーソの最後の 1日は大人はほとんど-と-とに

な り,家にたいていこもってしまう｡しかし,元気の

良い青年男女や子供たちは疲れを知らずに最後の日ま

で水をかけあ う｡まった くかれらの馬力には驚 くほか

はない｡娯楽のほとんどないこの村ではお祭 りが数少

ない楽しみのひとつなのであろう｡か くして,ソソク

ラーソの祭 りは無事終 り,カレン族は了雨季の到来を待

つ0

5月3日,ビルマ国境の山政にいつもとは少しちが

った黒い入道雲がむ くむ くと湧きあがった｡やがてそ

れは雷 鳴とともに大空をおおい,ものす ごい豪雨とな

る｡過去2カ月あまり大陸性盆地気候の殺人的暑さに

憶は されていたわた くしたちにとってはこのトfljのなん

と心地よく快的であったことか｡ばさばさに乾き切っ

た人地は吸取紙のように雨を吸収する｡土ほこりをか

,ら;ってすべてが褐色になっていた日然に緑がよみがえ

り,万物は蘇生する｡窓から外を眺めていると,ふと

芥川竜之介の "雨蛙おまえもペンキのぬ りたてかHと

いう旬を思い出し,久しぶ りに日本の鳳物をなつかし

く思 う｡

この地方のひどい1Iiさと乾燥に苦しんだことのある

者ならばだれでもがもの皆よみがえる雨季入 りの景色

はどすばらしいものはないと思 うだろう｡それになに

よりも気温がさがるのが良い｡雨が降 り出すとぐんぐ

んと涼しくなる｡ 1時間もすると鳥肌がひどくなる｡

あまりうすら寒いのでふと壁にかけてある寒暖計を見

る｡まだそれでも30度Cを指している｡しかし,わた

くしたちは 快的である. 前の家 の ミヤオ犬の ミ-君

(熊という意味)さえも生きかえって,泥水の中では

しゃぎまわっている｡

だがこのように雨を楽しんでいたのほほんの束の間
であった｡ベンガル湾からビルマの山々を越えて吹き

寄せるモソス-ソの雨が数日も続 くと,さすがに乾き

きった大地も水を受けつけなくなる｡道のくぼみには

大きい水たまりができて,水牛やあひるに格好な水あ

び場ができる｡やがて道路と水田の区別がつきにくく

なる｡こうなるともういけない｡乾季にはおおいに機

動性を発揮した農村調査には不吋欠のわがホンダのオ

ー トバイももうどうしようもなくなる｡泥んこになっ

た田舎道の中をゆ うゆ うとか1,歩している水牛を抗日

でにらみながら,ス リップをしてただあえぐばか りで

ある｡やは りオー トバイと水牛とではここの自然に対

するエコロジカル ･アダブテ-ショソの歴史の層の厚

さがちが う｡

雨季がこのように本格化する頃にわたくしの調査期

間は後わずかに 1カ月余 りになる｡1964年から65年に
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写真 3 カレソ族の水祭 り,年 1度の無礼講

だ,思い切 り水をかけあお う

かけておこなった山地カレン族の補遺調査が残ってい

るためにわた くLは間もな くメサ リアンの谷から去ら

なければならない時が来る｡そのために平地カレン族

の調査の追い込みにはいる｡

その頃のある日のことである｡家の近 くに住んでい

る中年の巡査がやって くる｡かれはいつもお茶を飲み

に来た り,時には胸にかける仏像のお守 りなどを持っ

てきてわた くしの仕事の成功を祈って くれる｡この好

意的な巡査の陽気なところや思いや りがわたしは好き

である｡例によってかれは小 1時間ほど家で遊んでゆ

く｡席を立ちながら,地声の大声を少し落 して20年前

のことを話し出す｡それはこの地方を通過した 日本軍

のことである｡かれの話によると,日本軍が ビルマの

英軍を攻撃 した際にもこの地方を通って行き,その時

に作 られた道はいまだに土地の人からタソ ･ジープソ

(日本人の道)と呼ばれているとい う｡中腰にな りか

けた巡査は一段と声を落して,敗戦時の日本軍の悲惨

きわまりない姿を再現する｡かれは続けて,シックソ

川の戦いに敗れた日本兵はカヤ川やカレン川 を 通 っ

て,メサ 1)アン北方数10キロメー トルのコソ ･エアム

地方に逃げ込んできたとい う｡かれらの大部分はメ ･

ヨムの流れに沿って南下し,メサ リアンを通ってチェ

ンマイの方向に向かったようである｡戦いに敗れた日

本兵の大部分を悩ましたものはマラ1)アや7メ-バー

赤痢,それに加えて飢餓であった｡メサ リアソ地方 も食

糧不足であった うえに,日本兵はすでに物を買 う金 も

ほとんど持っていなかったようである｡このような物

語 りを聞いてはじめて,メサ リアソの警察の前に現在
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でも野ざらしになっている日本製の重機関銃の歴史が

おぼろげながら解って くる｡かれは立ちあが りながら

托あなたとはそろそろお別れだから言っておこう｡メ

サ リアンでは数 100人の日本兵が死んだですよ｡"あ

た くしは聞 く ㍑何人位ですか叩, "5-600人かな｡"

とにか く同氏の説明によると,ライ ･コソ (かな りの

敬)の日本兵の死体を埋めたのを見たとい うの で あ

る｡ "お墓はどこですか叩,"墓などあ りませんよ",

仏ではどこに埋めたのですか叩,かれはその場所は飛

行場の東側の林の中だと教えて くれる｡一見平和そう

に見えるこのメサ リアソの谷に,歴史の爪跡がこんな

になまなましく残っていることを知 り,わた くLは襟

をただす思いであった｡タイ国の西北部のこんな辺地

に,戦後20年余 りもたったとい うのに,だれ 1人おと

ずれ る人もな く眠る数多 くの同胞がいると知 り,まっ

た くや りきれない思いになる｡

翌 日わた くLは町に行き酒と線香を買い,スコール

のあい間をぬって飛行場に行 く｡飛行場 といっても赤

土をならして平坦にした広場である｡周囲はチーク林

の 2次林のようで,1-2メー トルの潅木と雑草がび

っしりとはえている｡まった く人気 もない｡蛇や ヒル

に気をつけながら,滞木林にはいってみる｡見わたし

てもすでにそれらしいものはない.20年の歳月がすで

に流れている｡よほどの大発掘でもしない限 りは遺骨

の発見は不可能であろう｡あた りの草や木は久しぶ り

の雨で うっそ うとしている｡どこかで蛙の押し殺した

ような声がす る｡その一隅にわた くLは線香をさし,

火をつける｡煙は湿った空気にたなびいて,木々の間

を流れてゆ く｡家内はどこからか金魚草ににた野の花

をつんできて,線香のそばに置 く｡そのあた りに酒を

まくと,赤 くにごった水たまりに流れ こみながら,あ

た り一面にアル コールのあわい香 りをまき散 らす｡し

ばしこうべをたれる｡やがて,顔や うでにむらがって

くるカや ブヨを追いながら林から出ると,お りから雲

間からさしこんで くる西日が 目に痛かっ た ｡ 家 内 は

山この場所の景色が良いのがわずかな救いね門とぽつ

んと言 う｡しかし,わた くLはそれに答えずにオ- ト

/:イのエンジンをかける｡次の調査でまたもどって来

る時には,内地の香 りのある物でも持参して手向けよ

う･---･と思いながらアクセルをふかす｡
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ドンキレクの近代主義者

- 部 落長 の ア -マッ ド ー

矢 野 暢

→ノ(.,-一一----r--二一へ′

1

トンキL,ク部落の部落長 (ゾ一一ヤイノミーソ)の7-

マッ ドは,変わ り者だ｡もっとも,部落民は,かなら

ずLもかれを変わ り者とはいわないo気性が激しく,

反応がす速いかれの性分を恐れてか,去面上は,かれ

にけちをつけるものはだれ もいない｡しかし,外部の

もののLiには,かれは,やは り,どことな く変わって

いる｡毎日,夕方になると,かれは,自宅から少し離

れたゴムの畑に行き,ヤシの尖のわんに米を入れて,

鶏についばませる｡ ついばむ 某日よいつ も1羽 だけで

ある｡1羽の鶏を可愛いがる情l封こほ,なんともいえ

写真 1 鶏にえさをやる7-マッド

ない 無邪気 さとおかしみとがある｡ この ア-マッド

が,ある口,とんでもないことをしでかした｡さすが

の部落民も,そのときは,かれを変わ り者と呼んでは

ばからなかった｡ ドンキL/クのa'i-5集落の西のはずれ

に 1本の 大きな マンゴーの末が 生えていた｡ この木

は, ドンキレク住民全体の共有財産だった｡なぜなら

ば,この木にむかって khophon (願かけ)を した

ら,それがかなえられるからだ07-マッドが,なに

を khophonLたかはまっからない｡ しかし, どうに

も思 うようにことが運ばなかったのだろう｡かれは,

その口,愛用のなたで,その神聖なマソゴーを切 り倒

してしまったのだった｡住民は,かれを変わ り者と呼

んだが,かれをとがめようとはしなかった｡なぜなら,

かれと同じように,空しくはかな く khophonした

経験は,だれにもあったからだ｡

ア-マッドは,い うまでもな く,イスラム教徒であ

る｡そのくせして,酒は飲むし,祈祷 もずるけがちで

ある｡だから ドンキレクの トイマム (導師)は,かれ

を,かねてから嫌っている｡ トイマムにいわせると,

7-マッドは,徳 も神の祝福もなにもない可哀想な男

なのだ｡この無法者の部落長が,神聖な木を切り倒し

たことは, ドンキレクの歴史の うえでは,ひとつの画

期的な事件であった｡といっても,なにも神聖な木が

1本失なわわたからとい うわけではない｡神聖な木を

切 り倒した事件は,先例があるのだ｡かつて,第 4集

落に,1本の巨木が繁っていた.｡住民は,phiが宿っ

ていると信じ,畏れていた｡ある男が船の材料に売ろ

うとして切りかけたが,なたの刃が幹には ね か え さ

れ,どうにもならなかったとい う｡この木は,結局,

メッカから帰って来たひとりの若い勇に,すいすいと

切 り倒されたとい う ｡その男は,いま部落の子供たち

にコーラソ読みを教えているマ～ソ先生である｡マ-

ソほ,部落きってのインテリだ.｡そ うした神聖な木を

切り倒せるのは,マ-ソ先生のような,宗教的な徳を

柚んだ人でなければいけないはずなのに,のんだ くれ

の部落長が,それをすいすいと切り倒したのだから,

住民は,ふつ う,7-マソドのことを,ナ一一イバー

ン ･マッドと呼ぶ｡マッド部落長とい う意味だ｡ある

いは,マッド･ナ-イノミ･;/ともい う｡マッドとい う

-/(J前は, ドンキレクではざらにある名前だし,いちい

ち,マッド･ロンシ- (精米所のマッド)とか,マッ

ド･スワンソム (みかん畑のマッド)とか,形容句を

つけて区別しな くてはならない.｡形容のつけ万が天才

的に うまい男がひとりいるがそのかれがア ～ マ ッ ド

を,マッド･ナ-イバーン (部落長のマッド)と呼ぶ

ので,他の適中もそれに従って,そ う呼んでいる｡ア

-マッドの親父もかつて 部落長だった. しかし, あ

るとき 強盗 に射ち殺されて死んだ｡ 要職 の継承が世
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写真 2 太鼓を叩いて住民を召集するア-マッド

襲化する傾向をもつ ドンキレクでは,父が 死 ん だ あ

と,成人したア-マッドがなかば自動的に部落長にな

れても不思議ではなかった｡ア-マッドは,だから,

部落の ｢名門｣の血をひ くわけだ｡かれの苗字は ピソ

ドゥレムである｡ピソドゥレムとい うのは,部落でも

っとも多 く数えられる苗字だ｡タイ国で苗字制度が一

般的に採用されたのは,ラーマ6世の御代1916年のこ

とだが,その折,郡役所からの命令で苗字をつけるよ

う頭をひねったあとで,部落のいちばん偉い一族が,

このピソドゥレムを選んだといわれている｡タイの農

村では,イ-の系譜は,社会のさほど重要なファクタ

-ではないので,苗字にこだわるのは不賢明かも知れ

ないが,それでも,血縁関係を知るうえでのひとつの

手掛か りにはなる｡ ドンキレクでは,苗字の問題が案

外話題になることが多い｡それとい うのも,商タイ社

会の特徴として,かな り閉鎖的 ･孤立的な性格をもっ

ていた ドンキレク部落に,社会的流動性の高まりとと

もに,他の社会の人間がはいり込んで来る よ うに な

り,それと共に,耳慣れない苗字が部落に入って来た

からだ｡プアサレとか ビンヌイなどは,かつてここに

はなかった苗字である｡-また,仏教とムス リムとが混

在するタイイスラム地帯であるだけに,仏教徒との通

婚 もままおこなわれ,その結果,本来仏教徒がつかっ

た苗字もはいって来ている｡部落民の一部がつけてい
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るサイバクディー,ダムシーとかチョ～プンガ-ムと

かは,そもそもイスラム教徒の苗字ではない｡

2

ア一･マッド･ビンドゥレムは,その点,生粋の ドソ

キレク子なのだ｡このかれが,酒 を の ん だ り,1く110

pllOnの木を切った りして, 部落古来の約束事にそむ

きがちであるのは面白い｡ア-マッドには,本妻のほ

かに,第二妻がある｡第一妻と第二宴とはいたって仲

がいいOなぜなら,ア-マッドが,待遇一切平等のル

ールをきちんとまもっているからだ｡かれは,5日交

替で泊 り家を移している｡ ドンキレクでは,第二妻を

もつはあい, 1口交替がふつ うで,5El交替というル

ールは珍しい｡かれは,第二妻とのあいだに,一女を

もうけている｡この娘は,髪に野花を飾った りする趣

味のいい芸少女なので,村の若物に評判がいい｡もっ

とも,木登 りも得意である｡去年の秋のこと, トイマ

ムの息子がこの娘にいたず らをしかりて失敗,そのこ

とがアーマッドの知るところとなって, トイマムとの

あいだがますます剣呑になった｡ア-マッドは,部落

長だけあって口が達者だし,きまり文句をい うだけの

ムス リムの導師ではたち才丁ちできない｡頭の回転が早

い上に,思ったことをずばずば口に出す｡ トイマムは

祈祷堂での大事な演説のときには,きまって足をがた

がたふるわせる気の弱い男なのだ｡

国家全体として,本来的な形でのムス リム教団組織

が成立していないタイ国では,ひとつひとつの村落単

位での トイマムの役割が,たい-んな比重をおびてい

る｡タイでのムス リムの組織化は,内務大臣-･県知事

-ムス リム県委員- トイマム,という具合になってい

て,政治的統合の趣旨が先に立っている｡ムス リム県

委員にしても, トイマムと内務省機構との リエゾン機
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能を働 くだけの存在でしかない｡すべてが政治的なの

である｡そこで,ひとつひとつの村落 レベルの トイマ

ムが,大きな役割を働かねばならないことになる｡ ト

イマムがしっか りしているところでは,村の宗教的秩

序は立派な規律をもち,しっか りしていないところで

は,規律が乱れてくる｡

アーマッドとトイマムとの喧 嘩は結局,7-マッド

が トイマムを ソソクラーの町にある郡警察署まで連れ

て行き,そこで話をつけるところまでいった｡ トイマ

ムは,そこでもがたがたふるえたに違いない｡かれは

部落長に,息子のいたず らの慰謝金を払わねはならな

かった｡7-マッドは, トイマムがそれほどこわ くな

いのである｡

ア-マッドは,月に 1度郡役所でひらかれる村長 ･

部落長会議には,村長 (カムナソ)のお供をしてかな

らず出席する｡その 日,かれは制服を身にまとい,い

つも裸足の くせに靴をはき,村長の家まで 4km歩き,

村長の車に便乗して町まで行 く｡ ドンキレク部落はパ

ウォン村にある｡パウオソ村の村長は,カムナン ･ヨ

クとい う名で親しまれ, ソソクラー県の知名士のひと

りである｡ゴム園の農業労働者から叩き上げたたいへ

んなや り手で,いまでは不可能とい うことを知らない

男になっている｡ソソクラー県第 2の村長といわれる

が,第 1になれないのは,かれよりうわての村長がひ

とり健在だからだ｡その第 1の村長は,内務大臣プラ

パー トと知己関係にあるのに,ヨク村長は,残念なこ

とに,内務次官 とかすかに知 り合っている だ け で あ

る｡ア-マッドは,このヨク村長を尊敬している｡ i/

ト1)ックに満ちたさまっやかな弁舌,社交性,威厳,た

い-んな財産,それにスマ～ トな近代性･･-･･経済合理

主義一本で生きて来た偉大なる個人主義者 ヨク村長の

特性のすべてが,アーマッドを圧倒するのである｡ア

-マッ ドには,それ らの特性に感応するだけの素地が

あるのだ｡部落長として,町に出る機会が 人 一 倍 多

い｡倖い役人に会 う機会も多い｡町に出ると,色彩映

画もあれば,酒もある｡タイの役人は,お し ゃれ だ

し,派手に遊ぶのが好きであるOア-マッドは,これ

らのことどもをすべて知識 として知っている｡

郡役所の会議から帰ると,金曜 日のプラチュム (部

落民会議)で,郡からの連絡事項を集まった男衆にっ

たえる｡そのときの口調は,ヨク村長のそれに似てい

るし,威巌に満ちてもいる｡プラチュムがおわると,

写真 4 ドンキレクを訪れたヨク村長

形通 り祈祷をおえ,家に帰 り,酒をのみ,そして,｢l

幕れになると, 1羽の鶏にえさをやるのである｡

3

ムス リムの社会は,聖典の教義の解釈によって秩序

づけられる神政的社会である以上,どこのどんなちっ

ぽけなムス リム集落にも,司祭老づら した ｢イ ン テ

リ｣がいるものである｡南タイの片隅にささやかに位

置する ドンキレク部落にも,ムス リムのことならなん

でも聞いてくれ,といいたげな顔つきのインテ リが数

人いた｡先代の トイ-ムを勤めて引退した トンレ爺さ

んは,私に面接を受けるたび毎に,むつかしいアラビ

ヤ文字の本をとり出してきて,読んできか せ て くれ

た｡通訳として始終私につきそっていたのは,吉葉の

もっとも極端な意味において世俗的なサニッ ト青年だ

ったが, トジレ爺さんのこのお説教趣味をきらった｡

しかし,サニットの個人的評価の如何に拘 らず,爺さ

んは,部落のインテ リ中のインテリなのだ｡いまの ト

イマムは,この トジL,の女婿であ り, トジレの威光で

トイマムになれたのだが,やは り,ムス リムについて

の物識 りで,本もかなりもっている｡

これらのムス リム型の ｢インテ リ｣のほかに,一風

変わった ｢インテ リ｣がひとりいる｡暇があると茶店

に来て,腰に差した小刀でひとの頭やあごを剃るのが

趣味で,私もときどきかれにひげを剃らせた｡石鹸な

どあろうはず もな く,じかにぞ りぞ りやるので少し痛

いが,かれのナイフはよく切れる｡かれの 頭 の 働 き

も,その小刀に劣らず鋭い｡部落民は,まだ33才のこ

のバンレツプ青年を,次代の トイマムと目して尊敬し

ている｡バンレヅプは,既にメッカ詣をすませ,また

バク二のムス リム学校で学んだ経験をもち,その点で

はやは り部落でも一級のムス リム型 ｢イソテ リ｣であ
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写真 5 祈祷堂でコーランを朗読する

バンレツプ青年

るのだ｡しかし,かれがはかの連中と少し違っている

のは,たとえばタイ語が皆目読めない トジレ爺さんな

どと違い,タイ語がすらすら読めるし,それにおおか

たその部落民にはわからないラジオ放送の言葉も完壁

に理解する点である｡ア-マッドは,このバンL/ツプ

青年をなぜか苦手としている｡

ある日の午後,茶店で,このふた りがばった り出会

い,喋 り好きのふたりは,馬糞臭い紅茶をのみながら

話しはじめた｡私は,傍で,一部始終を聴いていた｡

ふたりは,ふとしたきっかけから,khwa●nlChara●n

(進歩)とはなんぞや,という珍しく高まいな議論を

はじめた｡私が,そういう話題に導いたのだったかも

知れない｡ア-マッドもバンレツプも,いかにもイン

テリらしく,khy●wa● (つまり)という言葉を幾度

もつかったあげくひとつの共通した結論に逢した｡か

れらは,｢khwa●m chara●n とは,われわれが tha●

naをあげることである｣と表現した｡tha●naとは,

身分とか地位とかいうニュアンスの言葉であるoふた

りは,奇しくも同じ考えに至ったようだったが,その

実,心の底の思惑は少しずつ喰い違ってい た の だ っ

た｡というのは, ｢tha●1laを上げる｣ ということの

意味を,バ ンレツプ青年のほうは,メッカに 行 った
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り,ポノ (私設の宗教学校)を開いた りすること,と

考えていたのにたいし,ア-マッドのほうは,同じ表

現で.たとえばヨク村長のような tha-naの獲得を考

えていたのだった｡つまり,バンレツプは,あくまで

も宗教的論理において thànaの高低を考えるのに反

し,ア-マッドは,脱宗教的な社会論理においてそれ

を捉えようとしたのだ｡しかし,だれの tha●naを問

題にするのか,社会にどんな tha●naがあ り うるの

か,tha●na を上げるにはどうしたらいいのか,バン

レップにもア-マッドにも,そこまで掘 り下げる訓練

はできていないようであった｡

それから2, 3日して,ア-マッドの親戚の家に不

孝があった｡ひとりの中年者が子供を残して死んだの

だった｡l過問後, トイマムの手で遺産分 割 が な さ

れ,以下のような具合に4人の子供が遺産を受けた｡

宅 地 水 田 水 田 畑 地

;二('芸工 2 … ll- 2号

3.(男)
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l
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1
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2

2
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Y
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-
イ

位
ラ

値
U

2

3

C･
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2

2

そばにいあわせたア-マッドに, ｢土地の規模が小

さくなったね｣というと, ｢昔は,土地はとり放題だ

った｡ひとりで50ライ,30ライの畑地をもつのはふつ

うだった｡日本軍が来たころから,土地が値段をもつ

ようになった｡もう今では, ドンキレクには,未開墾

の土地はないし,兄弟間でも土地は売買されている｡｣

と,部落長らしく,事務的に返事した｡しかし,ア-

マッドは,まだ余裕ありげな口ぶ りだった｡ ｢俺の子

供が大きくなる時分までは,土地には困ることはなか

ろう｡｣

恐らく,ア-マッドには, tha●naをあげることが

どんなにたい-んな課題なのか,よくわか りっこない

だろう｡しかし, tha●naが上がらないか ら とて,

khophonする木も,もはやないのである｡ トイマム

と仲良くするよりは,やはり酒に浸りたいだろうし,

ヨク村長を憧れたがよくもあろう｡ア-マッド部落長

は,やは り,よかれあしかれ,少し変わっているよう

だ｡かれは,当年とって48才,まだ老い込む年令でも

ないから,これからもいろいろ変わったことをするだ

ろう｡そんな運命にある感じだ｡
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l

プリアンガンとは御霊の因の謂らしい｡西ジャワ山

岳地帯を擁し,その西北隅に Pangerango峰がある｡

全山原生林に被われ,特異な高山植物の存在でつとに

名高い｡学者の寵をえて,早 くも明治25年にその一部

が,大正14年には全山保護区域に指定されている｡集

積された資料記録も少なからず,熱帯圏の中ではよく

調べられた山のひとつに数え込まれている｡

そ うした記録を,二つ,三つと覗いてみて,私は登

ってみたいと思った｡それに熱帯アジアでの土壌動物

の研究は,特に基礎の段階で,手ひどく立 遅 れ て い

る｡少しでも他の領域の水準に近寄るには,足場,辛

懸 りになる記録が多い地域を出発点にした ら よか ろ

う｡いわんや Pangerango は残された業績の豊富さ

に加えて,標高 3,022m｡縦にも横にも要領よく利用

できるではないか,という慾もあった｡当然,昨年の

ジャワ島調査旅行 (本誌 4巻 1号111-118頁参照)に

区切りがついたところで,私は,ひとり別れて,この

山を目指すことになる｡

2

8月19日早朝,車はジャカルタから南-,バンドン

への街道をたどる｡プソチャ峠を越すと,チパナスの

村である｡ここから,西-登ってゆくと,海抜 1,400

mの山腹に,チポダス植物園がある｡これは,ポゴ-

ルの分国で,園の中央まで,車が入る｡

ここまではちゃんとした原生林らしいものはほとん

どない｡手ひどく森が伐られ,ひらかれて,田畑が続

いている｡

図の背後から保 護 区 域 が 始 ま る｡ 分 園責 任 者

NengahWirawan氏の配慮で,3人の随行者が選は

れた｡植物園在勤28年,45才の Noerta老｡一見した

ところ,吉井先生よりは15は年長といった 感 じ の篤

実,博識の土である｡草木の指南役として,荷 特 の

Tjarwa,Suhendra両君の指導にも心を配っておら

れた｡Nengah氏が, ｢外人は規定額以上の心付を出

すので,私共の研究上の使用に支障を来たす｣といわ

れたので, ｢下山の後,同氏立会の下に一切の支払い

をしたい｣と申し出たところ,氏はこれを煩わしとせ

ず,むしろ歓迎された｡お蔭で私は山の中では,専心

自分のことだけに打込むことができた｡

6時15分,植物園を出て森に入る｡熱帯隆rl=1-林の典

型と申すべき,見事な原生林である｡道も手入よく,

大台ケ原の緩やかな登 り道をたどっている感じO 樹名

を表示する札もかな り整っているが,何分いずれも樹

冠高く,見上げても黒縁の重 り合いが眺められるばか

りである.行 くこと30分余,どんぐりが目につ くよう

になる｡Noerta老によれは Quercus1)allidaの実で

あるという｡流れに沿 うこのあた りでは,路上にうろ

うろする虫が目障 りになる｡マダラチョウ,ジャノメ

チョウの類の魯鈍な行動を示す蝶が多いせ い で あ ろ

う｡もっともこれは日が昇 り切ってからのことで,早

朝には出てこない｡

7時10分,森が切れて Pangerangoの痕を望む｡

私はここまで来て初めてその項を見た｡す ぐに再び

暗い降雨林に入る｡ Schimanoronhaeの白い花弁と

CasianoPsisjavanicus の塩が, どんぐりに温 り始め

パンゲラゴ付近概念図
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る.上は暗 く,オオクエワタ1)や Zingiberaceaeなど

が,樹幹の列のところどころに変化をつけているはか

り,しかも上 り勾配とあっては,路傍のものしか,印

象に残らなくなる｡ツリフネソウや ヒヨドリバナの白

や斑人の花と共に,すみれがおびただしい｡ Noerta

老は Violaserpensという種だと教える.氏は中井猛

之進先生の薫陶を受けた由で,この地の植物に関する

造詣が深い｡私より1年半はど前にこの地に来られた

黒川追博士が,今もなお ｢あのなんでも知っている｣

という註付で,氏のことを話されるのを聞くと,かす

かな木もれ日の中で,倦むことなく,じゅんじゅんと

説き語った Noerta老を思い出す｡ C.javanicusの

幹を指しながら,この種についての相当に長い講釈を

承ったが,今私の手控えを見直してみると ｢円尻偏平

の栗,1,700-2,000m｣としか記してない｡Quercus

や Schimaは 2,200m あた りまで分布し, 周年,花

や実が見られるという｡雨量には季節変化があるが,

気温は大略一定である｡ Schimaにしても,乾季の今

は,少し花が小さくなるだけのことらしい｡黒川博士

からの伝聞によると,チポダス植物園で,3月,琉球

つつじが咲いていたので,きいたら年中こうですよと

いわれた由｡私も本館前で花も実もつぼみも揃ったマ

ンリョウを見た｡幸にしてソメイヨシノには花らしい

ものが全 くなかったが,かように専門家に質問する場

合はいいとしても,普通ものをきく時に,気になって

仕方がないのほ,言葉の裏打になっている心の文化史

を知らぬことである｡ゆかしい伝承の香 りを,喚ぎ分

けて,記録を採ることなど,思いもよらぬ｡RaBtesia

についての,えたいの知れぬ聞取書など,事実と語 り

が交錯しているようで,私にはどうしようもない｡

8時30分,標高2,00Omに近付き,Pandansを見な

くなる｡-ゴの額は山頂近くまで多く,このあた りか

ら梢のサルオガ七が目立ってくる｡もちろん,樹幹は

例外なく苔に被われている｡再び木立が切れ,明るい

日の光の下に,展望が開ける｡山頂が近付いてくる｡

斜面に温泉の湧口が並び,湯煙と共に路を越え,滝と

なって流れ下っている｡45-48oC｡周囲に喬木がない

のは,これのせいかもしれぬ｡ここもチパ ナ ス とい

う｡湯本,湯元の類であろう｡ほどなく森に入って30

分,さいの河原のような所に出る｡LebakSaatとい

う｡ここでもチョウが目立つ｡ 9時30分,屈曲の多い

登 り道が続 くようにな り,巨木が減 り,明るい林に変
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ってゆく｡梢にはサルオガセがなびき,シヤクナゲ,

シラタマノキ,コケモモの類が目につき始める｡

標高2,400m ｡KandangBadakには10時到着｡マ

ンリョウの一種 Ardisiajavanica が道から少し入っ

たところで見つかる｡丈 4mばか り｡つぼみも花も実

もある｡この地のマンリョウの煩の巨大なのは,ボゴ

ールでさんざん見てきたので, この程度 の大きさで

は,当然という気になってしまう｡

KandangBadak は少しくきりひらかれていて,

植物園管理の山小屋がある｡平素は無人で,気象観測

は久しく中絶したままらしい｡建物はかなりしっか り

していて,20人位は楽に収容できそうである｡ここか

らも山頂が望める｡このように開けたところでは,飛

びまわる虫が目立つこと,LebakSaatと同様｡アゲ

-やシジミチョウの動きを目で追っていると,森に近

寄ると樹冠に触れんばか りにたゆたい,そ の上 を ゆ

く｡生い茂った林内で,華やかな動物の姿に,触れぬ

のも当然である｡

ここで,ゲデへの登山路と別れる｡この火山は人気

があって,乾季,特に8月には少なくとも50人は登る

らしい｡私の下山日が日曜に当ったので,かなりの登

山客に会った｡白人が多く,総数10名ばか り｡ゲデへ

はちゃんとした道がついているが,Pangerango側に

はない｡こんなところで裸の山に登る人の気持が判ら

ぬが,先方も曲りくねった樹の下を這い登るのは,狂

気の沙汰と思っているかもしれぬ｡

山頂まで標高差600m余｡90分で山頂に達したが,

弥山の聖宝八丁を,多少意地悪にした程度である｡這

うことが多いお蔭で,かの高名のサクラソウPrimula

imberialisなどす ぐに気がつ く｡キンポウゲ の 一 種

Ranunculusdijsusの黄花,Dendrobium kuhliiの

紅紫の花も印象に残った｡多少とも樹冠が疎になって

いると,Carexが目についたが,この登 りにかかって

から,再び林内は暗 くなって,写真が撮 りにくくなっ

た｡

木の葉越しに,ゲデの山頂が下になった の に 気 付

普,ぶざまな這い登 りに飽きた頃,急に地衣をまとっ

た桐が,青空に浮いて見えた｡登 りの終点である｡日

本なら岩に小さくしがみつ いている--コグサが,1

m以上の株になって,そこここと,木立の欠けた部分

を,占領.している｡結実期で,花はひとつもない｡旧

火口の草原に達する｡その大部分はチゴザサ Zsachne
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であると Noerta老はいう｡ 一部火災の跡が認めら

れるので,きくと,昭和31年に焼けた由｡廃絶して20

余年になる気象観測小屋は,もはや建物の態をなして

いないが,そこに坐 り込んで,手近なところで,目立

つ植物を集めてみた｡--コグサ Anaphalisjavanica

の他には,ヨモギ,コケモモ,シラクマノキ,カナメ

モチ,オ トギ リソウ,イチゴなど｡黄花で,爪のよう

な葉の Oenothera,卵型の厚い葉をもった Rapanea

ち,私の手控の中に挟み込まれて,残っている｡

この山頂では,平均気温 9oC,周年ほとんど変化せ

ず,年降水量は 3,300mm 内外｡チボダスに等しく,

KandangBadak より 500mm 程少ない｡多年性の

Anaphatisが, 50cm ばか りに 成長するのに数 10年

を要するとい う｡大きいのは,--コグサばか りでは

ない｡例えば Vaccinium laurifolium の葉の 長 径

5cm以上,Phoiinianoboriausでは 13cm 以上ある｡

上に挙げてきたような高山植物の存在は,熱帯島峡

としては,例外の現象らしい｡あの Wallace先生で

さえ,文久元年,この山に登った記銀では,動物のこ

とは忘れて,専ら植物に鏡舌を振っておられる｡私が

不慣れな草木名を書立てているのも,Noerta師範の

存在もさることながら,誰にも,そのような異常を誘

発するだけの力を,この山が持っているからである｡

3

ここで観察することと,写真を撮るのを 打 止 に し

て,資料探 りを始めた｡両 日を費した下山の途上,秤

高差200m毎に,1.5E,4点ずつ土を掘取る｡これは

手持の器具と,残る滞在 日数から割出した最大可能処

理量に,ほぼ等しい｡

この士から出た動物数は,1万を少し超える｡土の

量からい うと,あまり多 くはない｡同じ処理法によっ

た北タイの山のものに較べれば,かな り少ない｡この

地域での採集品であるから,いわゆる新種が相当数lHi

ているのほ,しごく当然のことである｡しかし,植物

にみち れるような多彩さ,豊かさは,なかったといっ

てもよいかと思 う｡ もっとも,黒川博士 の地衣類 調

衣 (昭和39年 3月)でも同様の結果が.HJ.た由で,しか

も地衣相の標高に伴 う推移と,土壌動物のそれ とが,

かな りよく似ているのは,面白い｡

この山での,土壌動物群の構成を,標高を迫って,

比べてみると,種数も個体数も豊富な1,800-2,000m

までの地帯と,逆に真に貧弱な2,400へ2,600m以上の

地帯とがり立った対照を示している｡前者は明らかに

熱帯降雨林に対応するもので,同一方法を用いた私の

タイ,マラヤ,ボルネオの降雨林での結果と,質,量

共によく似ている｡ここでは,南の土壌動物の代表と

みなしうる主だった目や亜 目は,一通 り揃っている｡

温泉の少し下が限界に当 り,引続いて遷移層に入るも

のと思われる｡小型のマル トビムシの一群 Megaloihl

oraxが ここでは多い,2,400m以上では ミミズの類が

優勢で,節足動物は目立って貧弱であった｡この層は

見かけ上,高山植物を含む山岳林帯に対応 し て い る

が,ネパール,タイ,日本などでの結果からみると,

かな りの不毛地域に等しく,常緑の森に被われたとこ

ろとは思えない｡

図1東南アジアのProtura(原尾

目)の1種Acerentulus♪hra-

chedeeIMADAT丘

私が特に興味を持っているProturaという小さな

節足動物は
,
この山では熱帯降雨林帯からしか見出さ

れなかった｡この
動物は
,
現在までに
,ア
ジア各地か

ら約100種
,
内
,
熱帯圏からは
,
タイ
,マ
ラヤ
,
ボル

ネオを中心に40種ばかりが,
知られているC,
今度の

Pangerangoの土の中からは,8
種が発見されたが
,
特にこの山ないしはジャワの特異性を強調するに足る

種は
,
含まれていない.この
内2種類は
,
温借アジア

にまでひろく分布しているもので,
残る6種の中に
,
未知種が2つある.しかし,
これはジャワ,
Ll
.
I
,･
内の他の

地点でも採集しているし
,タ
イ
,マレー
からよく似
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た種が 記銀 されているので,特に 注目すべきもので

もない｡熱帯アジア固有と考えられるのは次の4種｡

Acerentulusphrachedeeはベトナム, タイ,マラヤ

の各地で,Gracilentulusmalaysiensisはベ トナム,

マラヤ,ボルネオの低地で,かな り普通 に見出 され

ている. Eosentomongimangiはボルネオから記載

された種で,これもやは り熱帯降雨林のものであるo

Silvestridiahutanはボルネオの低地林で発見された

図 2 Silvesiridiahutan IMADAT良

種であるが,今度の旅ではこの山の他,Lawu山の中

腹や Dieng といった1,700-2,000mの高所でだけ見

出された｡このように,マレー,ボルネオ低地に多い

ものが,ジャワでは低いところにいなくて,高地だけ

で見つかっているのは,そ うした種が人間の撹乱に弱

いということなのかもしれない｡日本の Proturaの

中柾も,手ひどく伐 りひらかれた後も,相変らず生残

ってゆくものと, さっさと姿を消 すものとが ある｡

Eosentomonsakuraといったような種が, 遅しい方
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の, E.asahiなどが 弱い方の代表種と考えられる｡

だいたい,私の仕事なるものは,手短かにいうと,

現地では土を掘って,担いでくるだけのことである｡

その中に,何が,どれだけいるかは,何カ月も先にな

って,やっと判る｡だから,帰 り道が,他 の 人 よ り

ほ,余計に楽しい,ともいえる｡うるさい位の鳥のさ

えず りの中を,採集品の出国法について,いろいろと

思案しながら,かなり満ち足 りて,私は山を下った｡

チポダスに戻ると,大柄なアメリカ娘が,ジャカル

タの親の宿所に帰るんだと, だ だ を こね て い た｡

Nengah氏の意向を察し,下山後 2時間は か りで,

この17才の乙女と二人で植物園を出た｡臨検に会 う｡

この女性は,あまり現地の吉葉が判らぬらしい｡発育

のいい白人娘と,ただでさえ小さい私との 道 行 で あ

る｡検閲意慾をそそるに十分だったらしい｡

二度,三度と旅券を出して見せねはならぬ多少 うっ

とうしい 経験 を経て,御霊の国 プリアンガンを脱す

る｡峠をこえれば,目の下に,夕もやに包まれた村や

町が,のどかに拡がっていた｡

追記 =本稿は,京大吉井教授 ･東海大学酒井講師に

よるインドネシア地域研究の予備調査に随行した記銀

の一部である｡両氏は,既に本誌 3巻 5号,110-121

および4巻 1号,111-118に,それぞれ報告を発表し

ておられる｡Pangerango山の地図は,手帳に残して

おいた記録と記憶とから構成したので,必らずLも正

確ではない｡また,本文の中の図 は 拙 稿 Nature&

LifeinSEAsia,4:195-302(1965)から採った｡

草木名は,すべて,京大荻野和彦助手の校閲を経た｡

記して,謝意を表する｡
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